
誰もが輝ける職場を目指して
～当事者雇用と職員の意識改革～

社会福祉法人 青谷学園 森村 章仁



法人概要

・法 人 名 社会福祉法人 青谷学園

・設 立 １９８２年３月１８日

・所 在 地 京都府城陽市中芦原１４番地

・実施事業 障害者支援施設 青谷学園(定員７０名)
障害者支援施設 ＤＯ(定員３０名)
青谷学園特定相談支援事業所

・事業内容 知的障害者の入所施設(生活介護/施設入所支援/短期入所)

・職 員 数 １０３名

障害者支援施設 ＤＯ

障害者支援施設 青谷学園



１.実践の背景

・社会的な障害者雇用への関心が高まり、法定雇用率も引き上げ

・当法人は既に法定雇用率(３.７０％)を達成し、積極的に推進

・「京都はあとふる企業認証」申請済み、「もにす認定」申請予定

・「障害者支援施設での雇用は難しい」という固定概念からの転換

・当法人の障害者雇用方針
「多様な個性と能力を尊重し、誰もが活躍できる環境を整備します。合理的配慮を
積極的に提供し、共に成長し貢献できる職場を目指します」



知的障害者の初雇用
・身体障害者雇用から、初めて知的障害者雇用へ挑戦

・新たな挑戦は学びと課題をもたらした

・職員向けに障害特性理解のための説明会や勉強会を重ね、
意識改革と協力体制を構築

・知的障害者が安心して能力を発揮し、成長できる環境を整備

・今後は支援学校の生徒の就労先としても積極的に受け入れ予定

個人的な動機と実践の始まり
・知的障害を持つ友人の子の就労相談がきっかけ

・上司の賛同を得て、生活支援員(主に清掃業務)として採用

・「簡単に辞めさせない」という強い決意で実践を開始



① 障害者雇用推進者の役割

② 全職員対象の障害者雇用理解促進研修

③ 専任の指導役配置による手厚いサポート体制

④ 実習生の受け入れと指導役への抜擢

⑤ 得意分野を活かした専門研修への参加

⑥ 法人主催事例発表会での成果発表

２.実践内容の概要



① 障害者雇用推進者の役割

・障害者雇用推進者が中心となり、知的障害者の職員への配慮を実施

・２０２４年度「障害者職業生活相談員」資格取得で理解を深化

・職員会議等で職員にも周知・共有

(障害者雇用推進者による施設内研修)



② 全職員対象の障害者雇用理解促進研修

・法人全体での障害者雇用推進には職員の理解が不可欠

・全職員対象の障害者雇用研修を定期的に実施

・障害特性理解、適切な支援方法、仲間意識の醸成を促進

(障害者雇用オンライン研修)



③ 専任の指導役配置による手厚いサポート体制

・毎日、正規職員が専任指導役として付き添い、手厚くサポート

・業務指導に加え、体調変化や困りごとにもきめ細やかに対応

・清掃箇所のチェックと修正を共に行い、社会人マナーも丁寧に指導

・安心して長く働ける環境を整備



・近隣の支援学校から定期的に実習生を受け入れ、
当該職員を実習生の指導役に抜擢

・「教える」経験を通じて、新たな意欲と能力を引き出す

・当該職員の成長と実習生にとっても貴重な学びの機会に

④ 実習生の受け入れと指導役への抜擢



⑤ 得意分野を活かした専門研修への参加

・デジタル分野への高い関心と特性を活かし外部専門研修に参加

・業務スキル習得に加え、可能性を広げ、自信を深める重要なステップ



⑥ 法人主催事例発表会での成果発表

・研修で得た知識・経験を法人主催の事例発表会(２０２５年９月開催)で発表予定

・当該職員の成長実感と、障害者雇用の可能性を伝える貴重な機会



① 当該職員の成長と職場の安定

② スケジュール管理能力の向上と自律的な行動

③ イレギュラー業務への柔軟な対応

④ コミュニケーション能力の飛躍的向上

⑤ 放送業務における才能開花と自信の獲得

⑥ ＤＸ推進と世代間交流の促進

３.実践による効果、成果



① 当該職員の成長と職場の安定

・体調不良による欠勤が著しく減少、安定勤務へ

・自身の役割と居場所を確立

・体調管理と責任感の向上に直結

・職員のスキルアップ



② スケジュール管理能力の向上と自律的な行動

・「人を管理する能力」が身に付く

・スケジュール表携帯で時間意識が向上

・社用携帯での業務確認習慣で、確実な作業遂行が

可能に。業務の自律的管理能力が大きく向上

(当該職員用チェックリスト)

(専任指導役用業務日誌)



③ イレギュラー業務への柔軟な対応

・快諾してくれるようになったことで、任せられる安心感

・当初の業務範囲限定意識から変化に順応する力が育成

・組織の一員としての適応力が向上



④ コミュニケーション能力の飛躍的向上

・信頼関係の構築

・対人マナー指導により、相手の目を見て話せるようになった 

・日替わりチェック担当制度で対話機会を創出

・コミュニケーションの幅が拡大



⑤ 放送業務における才能開花と自信の獲得

・「褒めて育てる」能力が身に付く

・対話が苦手だったが、放送業務で驚くべき才能を発揮

・饒舌な放送が絶賛され、大きな自信を獲得

・得意な放送で、自己肯定感が高まる



⑥ ＤＸ推進と世代間交流の促進

・法人のＤＸ推進に貢献

・デジタル機器操作が苦手な高年齢職員に、得意な当該職員が「教える側」として活躍

・職員間の新たな交流と協力関係が生まれ、予想以上の相乗効果



・不安や戸惑い
知的障害のある職員を採用し、仲間として接することの難しさ

・対人関係の構築

特定の職員への業務拒否や職場内での進行妨害など。コミュニケーションの苦手さや環境適応困難が原因

・精神的、身体的負担

集中力、記憶力の散漫による指導の繰り返しで職員が疲弊。ストレス軽減サポート体制の必要性

４.苦労した事項・課題



今後の展望とまとめ

・新しい仲間との協働で、職員も大きく成長

・本実践の経験と学びは当法人の大きな財産

・当事者との共生で培われた理解は、今後の利用者支援の質を高める

・当事者の活躍はご利用者様の希望

・今後も当事者と職員が共に成長し、誰もが輝ける職場を目指す
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